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はじめに

本書では、 PCI ボッ クス 、 ソフ ト ウェア 、および出版後に見つかったドキュ メ ン ト
に関する最新の情報を説明します。  

以下の項目で構成されています。

■ 技術サポート

■ ソフ ト ウェア リ ソース

■ マニュアルへのアクセス

■ ご意見をお寄せください

技術サポート
PCIボックスのドキュメントで取り上げられていない技術上の問題または質問があり
ましたら、営業担当者または当社技術員までご連絡ください。

ソフ ト ウェア リ ソース
PCI ボックスのホストとなる、SPARC Enterprise T5120/T5140/T5220/T5240/T5440
サーバには、Solaris オペレーティングシステム （Solaris OS） およびSun Java 
Enterprise System softwareがプレインストールされています。

SPARC Enterprise T5120/T5140/T5220/T5240/T5440 サーバのソフトウェアリソー
スについては、営業担当者または当社技術員までご連絡ください。
vii

 



注 – 最新のパッチ情報は以下を参照してください。
日本語サイト
https://software.fujitsu.com/jp/security/products-others/unix/

グローバルサイト
http://www.fujitsu.com/global/support/software/security/products
-s/patch-info/

インストールに関する情報とREADMEファイルもパッチと一緒にダウンロードされ
ます。

マニュアルへのアクセス
PCIボックスのインストレーション、管理、使用のための手順は、PCIボックス関連
のマニュアルに示されています。PCIボックス関連のマニュアルは、以下のウェブサ
イトからダウンロード可能です。

日本語サイト

http://primeserver.fujitsu.com/sparcenterprise/manual/

グローバルサイト 

http://www.fujitsu.com/sparcenterprise/manual/

注 – 本書で説明する情報は、PCIボックス関連のマニュアルの情報よりも優先されま
す。

Oracle Solaris OSなどのSun Oracle製ソフトウェア関連マニュアル

http://docs.sun.com/
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ご意見をお寄せください
本書に関するご意見、ご要望または内容に不明確な部分がございましたら、マニュア
ル番号、マニュアル名称、ページおよび具体的な内容を下記URLの『お問い合わせ』
から送付してください。

SPARC Enterpriseマニュアルのサイト:

http://primeserver.fujitsu.com/sparcenterprise/manual/
はじめに ix
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PCI ボッ クスプロダク ト ノー ト

本書は、 以下の項目で構成されています。

■ サポート されているハード ウェアと ソフ ト ウェア

■ 機能に関する問題

■ マニュアルの変更予定

サポート されているハード ウェアと ソフ
ト ウェア
本リ リースでは、 次に示すハード ウェアおよびファームウェア、 ソフ ト ウェアバージ
ョ ンがサポート されています。

■ SPARC Enterprise T5120/T5140/T5220/T5240/T5440 サーバ

■ 以下の表は、 PCI ボッ クスをサポートする Solaris オペレーティングシステム
(Solaris OS) および Intergrated Lights Out Management (ILOM) ファームウェア
の最初のバージ ョ ンを、 各モデルごとに示しています。

表 1 サポート される ソフ ト ウェアのバージ ョ ン

サーバ Solaris OS バージ ョ ン ILOM バージ ョ ン

SPARC Enterprise T5120 Solaris 10 8/07 OS 7.1.6.d

SPARC Enterprise T5140 Solaris 10 8/07 OS 7.1.6.d

SPARC Enterprise T5220 Solaris 10 8/07 OS 7.1.6.d

SPARC Enterprise T5240 Solaris 10 8/07 OS 7.1.6.d

SPARC Enterprise T5440 Solaris 10 5/08 OS 7.1.8.a
1

 



注 - PCI ボッ クスを使用して、 ホス トサーバを外部ブートディ スク装置に接続するこ
とはできません。

パッチ情報
■ 現在のところ、PCI ボックス固有のパッチはありません。必要なパッチは、随時

改版されます。ご使用のサーバまたはPCI ボックスで有効なパッチについては、
「 ソフ ト ウェア リ ソース 」 （ viiページ ） を参照してください。

■ ご使用のサーバを正しく運用するために、パッチが必要となる場合があります。
ご使用のサーバに対する必須パッチを適用してください。詳細な情報については、
ご使用のサーバに対応したプロダクトノートを参照してください。

機能に関する問題
こ こでは、 PCI ボッ クスに関する既知の問題を示します。

注 - PCI ボッ クスに関する追加情報が、 Solaris OS の リ リース ノー ト またはご使用の
ホス トサーバのプロダク ト ノー トに掲載されている場合があ り ます。

既知の問題

電源異常後、 電源ユニッ トが自動的に再投入されない

AC 電源が 55 秒以上絶たれた場合、 復電時に電源ユニッ トが自動的に再投入されな
いこ とがあ り ます。 これは、 電源ケーブルが一時的に引き抜かれた場合、 または電源
ユニッ トへの AC 入力が一時的に絶たれた場合に発生します。 電源ユニッ トの電源ス
イ ッチを手動でオフ、 オンする場合は、 この問題は発生しません。 この問題が発生し
た場合は、 AC 電源の復電時に、 電源ユニッ ト前面にある AC LED は点 灯 しますが、
OK LED は消 灯 のまま とな り ます。

この場合は、 電源ユニッ トの電源スイ ッチを 15 秒間オフしてから、 再投入して くだ
さい。 復 旧 後は、 電源ユニッ トの前面にある緑色の DC Power LED と緑色の AC 
Power LED が、 点 灯 している必要があ り ます。
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この問題が発生したと きに PCI ボッ クスがホス トサーバで使用されている場合は、
ホス トサーバ上のサービスプロセッサによって、 電源ユニッ トの故障状態が faulty
に変更される と と もに、 電源ユニッ トにある橙色の Fault/Locate LED が点 灯 される
こ とがあ り ます。 いちど電源ユニッ トが faulty になる と、 電源を再投入しても、 故
障状態のまま とな り ます。 そのため、 故障状態は、 手動でク リ アする必要があ り ま
す。 電源ユニッ トの故障状態をク リ アする方法については、 以降を参照して くださ
い。

Faulty となった電源ユニッ トの状態を変更する

ホス トサーバ上のサービスプロセッサが、 電源の投入に失敗した電源ユニッ ト を検出す
る と、 電源ユニッ トの状態を faulty に変更します。 電源ユニッ トが再投入されて
も、 faulty の状態はそのまま保持されます。

電源ユニッ トの故障状態をク リ アするには、 以下の手順を行います。

1. ハード ウェアの問題が解決して、 緑色の AC LED が点 灯 しているこ とを確認し
ます。

2. ド メ インが稼働していて、 PCI ボッ クスがサービスプロセッサによってアクセス
できる こ とを確認します。

以下のコマンドを実行して、 PCI ボッ クスが表示される必要があ り ます。

3. 以下のコマンドを実行します。

nnnn は PCI ボッ クス、 x は電源ユニッ トのデバイス名を表します。

-> show /SYS 

-> set clear_fault_action=true /SYS/IOX@nnnn/PSx
PCI ボックスプロダク ト ノート 3

 



その他の既知の問題

表 2 に、 PCI ボッ クスに関する未解決の問題を示します。

表 2 既知の問題 

CR ID 説明 回避方法

6582282 周囲温度がアラームしきい値に達する と、 過
剰な数の警告メ ッセージが生成されます。
Ext info /SYS/IOX@nnnn/PSn 
THERMCTRL/T_AMBIENT has exceeded high 
warning threshold

( メ ッ セージが繰り 返さ れます。 ) 

周囲温度が最高値 (38°C/100°F) またはそれ以上になっ
た場合は、 周囲温度を下げて ください。

注 : 周囲温度は、 PSU の吸気口で測定されます。 
周囲温度が最高値を中心に上下に変動を繰り返すと、
複数のメ ッセージが生成されます。 
周囲温度が最高値を超える と きに上下に変動しなけれ
ば、 メ ッセージは 1 つだけ生成されます。 

6600214 電源ユニッ トがオンになったと きに、
overtemperature LED が誤って点 灯 する
場合があ り ます。

温度が正常範囲にある場合は、 次の手順に従って解決
して ください。 
• PCI ボッ ク スの両方の電源ユニッ ト を切断します。 
• 両方の電源ユニッ トの DC Power LED （ ） が消

灯 したら、 両方の電源ケーブルを取り外します。 
• 10 秒以上待ってから、 電源ケーブルを再度接続しま

す。 
• PCI ボッ クスに電源を投入します。 
復 旧 できない場合は、営業担当者または当社技術員
にご連絡ください。

6660119 電源ユニッ トが投入された状態で電源ケーブ
ルを引き抜く と、 電源ユニッ トの
Fault/Locate LED が点 灯 し、 FRUID に故障
が記録される場合があり ます。 

AC ケーブルを引き抜く前に、 電源ユニッ トの電源ス
イ ッチがオフである こ とを確認して ください。

この問題が発生した場合は、 以下のコマンドを実行し
て、 電源ユニッ トの故障状態をク リ アし、
Fault/Locate LED が消 灯 したこ とを確認して くださ
い。

set clear_fault_action=true 
/SYS/IOX@nnnn/PSx

この問題に該当しない場合は、 営業担当者または当社
技術員にご連絡ください。

6711118 PSH 予測的自己修復によ り PCI ボッ クスに障
害がある と診断された場合、 障害の疑いがあ
る FRU の位置が誤って表示されるこ とがあ り
ます。

現時点では、 有効な回避方法はあ り ません。 
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解決済みの問題

表 3 に、 解決済みの問題を示します。

6738517 Infiniband I/O カード はサポート さ れません。 PCI ボッ クスが SPARC Enterprise T5120、 T5140、
T5220、 または T5240 サーバに接続されている場合、
Infiniband I/O カードは、 ホス トサーバでも PCI ボッ
クスでもサポート されません。 
また、 SPARC Enterprise T5440 サーバでは、
Infiniband I/O カードを T5440 サーバ内で直接使用す
るこ と も、 接続された PCI ボッ クス内で使用するこ と
もできません。 

表 3 解決済みの問題

CR ID 修正先 説明 回避方法

6562085 fan controller 
firmware 2.2

I/O ボートが正しい内部温度を通知しない場合が
あ り ます。 

通知された温度は無視してくださ
い。 

6563777 fan controller 
firmware 2.4

I/O ボート を PCI ボッ クスから取り外し、 再度挿
入する と、 本体装置によ りエラーメ ッセージが生
成される場合があ り ます。

次に示す ILOM コマンドを実行し
て、 PCI ボッ クスを リセッ ト して
ください。 
reset /SYS/IOX@nnnn

nnnn は、 PCI ボッ クスのシ リ アル
番号です。 

6565649 システム起動時に、 PCI Express I/O ボートが認
識できない場合があ り ます。 

ソフトウェアが自動的にI/Oボー
トを稼働状態に復元します。I/O
ボート交換の依頼を営業担当者ま
たは当社技術員にご連絡くださ
い。I/Oボート復旧後も、I/Oボー
トのFault/Locate LEDが点灯され
たままになることがありますが、
I/Oボートは通常どおり稼働して
います。

表 2 既知の問題 

CR ID 説明 回避方法
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マニュアルの変更予定
『PCIボックス インストレーション・サービスマニュアル』は2010年8月に改版され
ました。現時点で、追加となる変更箇所はありません。
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